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運用報告書（全体版） 

ワールド・リート・オープン
（１年決算型） 

 

 
 

第11期（決算日：2019年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ワールド・リート・オープン（１

年決算型）」は、去る６月10日に第11期の決算を行い

ました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 

信 託 期 間 無期限（2008年11月４日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、安定した収益の確保と
信託財産の着実な成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

ワールド・リート・オープン マザーファ
ンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の上場不動産投資信託（リート） 

運 用 方 法 

・世界各国の上場不動産投資信託に分散投資します。 
・ポートフォリオの構築は、トップダウンで国や地域、
セクター配分等を決定し、ボトムアップで個別銘柄を
選定するという、２つのアプローチ（運用手法）の融
合によって行います。 

・相対的に割安で好配当が期待される銘柄に投資し、安
定した配当利回りの確保と、値上がり益の獲得を目指
します。 

・実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを
行いません。 

・マザーファンドの運用の指図に関する権限を、モルガ
ン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・
インク、モルガン・スタンレー・インベストメント・
マネジメント・リミテッドおよびモルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメント・カンパニー
に委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ マザーファンドへの投資割合は、制限
を設けません。 

・ 投資信託証券への実質投資割合は、制
限を設けません。 

・ 外貨建資産への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券（マザーファ
ンドを除きます。）への実質投資割合
は、当ファンドの純資産総額の10％以
内とします。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・ 主要投資対象とする投資信託証券、コ
マーシャル・ペーパーおよび短期社債
等以外の有価証券への投資は、債券買
い現先取引に限ります。 

・ 投資信託証券への投資割合は、制限を
設けません。 

・ 外貨建資産への投資割合は、制限を設
けません。 

・ 同一銘柄の投資信託証券への投資割合
は、信託財産の純資産総額の10％以内
とします。 

分 配 方 針 

毎年６月10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、
収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の
範囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
運用の効率性等を勘案して、分配金額を決定します。（た
だし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わない場
合もあります。）  

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を優先
し、原則として分配を抑制する方針とします。（基準価
額水準や市況動向等により変更する場合があります。） 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期（過去１年間）の運用において主眼を置いたポイ
ントをご説明させていただきます。
配当利回りが魅力的で、不動産への直接投資と比較し
て割安と判断される銘柄を中心に投資を行いました。

【第11期末における主なリート市場への投資比率と投資
のポイント】

◎北米（アメリカ60.3％、カナダ7.8％）
　アメリカ市場は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）に
よる緩和的な金融政策が継続するとみられ、低金利環境
の持続期待がアメリカの実物不動産市場やリート市場を
サポートする材料になるとみています。同国リートの業
績に関しては、物流不動産などを手掛ける産業用施設セ
クターを中心にキャッシュフローのプラス成長が確認で
き、また、米中貿易摩擦などを受けてリスク回避の動き
が高まる局面では、リートのディフェンシブ性に着目し
た資金流入の動きなどが期待できます。セクター別では、
2019年初頭から世界的に長期金利が低下したことなど
から、ヘルスケア・セクターなどが市場の上昇を牽引し
たものの、オフィス・セクターはニューヨーク・オフィ
ス市場の需給悪化観測などから上値が重いほか、小売り
セクターは米専門小売店の店舗閉鎖計画などが嫌気され、
相対的に低調な動きとなりました。一方で、こうした事
業環境に不透明感が残る一部のセクターに対して、当運
用チームは、ニューヨークに所在する優良オフィス不動
産を保有する銘柄や優良なモールを手掛ける小売り銘柄
などは、純資産価値とのバリュエーションや配当利回り
の水準で相対的に割安な状況にあるとみています。一方
で、産業用施設リートは、将来の期待成長がリートの投
資口価格に織り込まれているとみており、配当利回りの
水準や純資産価値とのバリュエーションの水準から慎重
にみています。カナダでは、主要都市での事業拡大を模
索する大手小売りリートに注目しています。

◎オーストラリア　6.6％
　オーストラリア市場は、豪州連邦準備銀行（ＲＢＡ）
による利下げ観測の高まりなどから同国の長期金利が過
去最低水準を更新し、リート市場も堅調な動きとなりま
した。実物不動産市場は、シドニーやメルボルンなどの
優良なオフィス物件の需給バランスが改善傾向にあるほ
か、産業用施設は産業構造の変化を受けた良好な事業環
境などから、同用途不動産を保有する大手リートの躍進
が続いています。一方で、小売りセクターは、アメリカ
同様に事業環境に対する先行き不透明感が懸念される中、
こうしたリートの投資口価格はやや出遅れ感がみられます。

◎日本　4.2％
　日本市場は、国内のオフィス市場が景気回復や低金利
環境などを背景に堅調であるほか、日銀の緩和的な金融
政策がリート価格の下支えになるとみています。一方で、
先進国リート市場のなかでは、純資産価値とのバリュ
エーション比較、配当利回りの水準などから相対的に投
資妙味が薄いとみています。

◎アジア（除く日本）（シンガポール4.2％、香港3.9％）
　日本を除くアジア市場は、アジア圏の景気回復が進ん
でいることなどを背景に投資家心理が改善し、香港など
の不動産を所有する大手小売りリートの業績に対する期
待が高まっています。引き続き、好業績や株主還元策の
強化などに注目した資金流入が期待されます。

◎欧州（フランス5.4％、イギリス3.9％など）
　イギリス市場は、ロンドンのウエスト・エンドに所在
する優良オフィス不動産は空室率が低水準であり、新規
供給も限定的であることなどから不動産の需給バランス
は安定的です。産業用施設やオフィスの不動産で賃料成
長や資産価値の上昇が確認できる一方で、欧州連合（Ｅ
Ｕ）離脱等の政治的不透明感や小売りの事業環境に改善
がみられないことなどから、イギリス・リートの投資口
価格は軟調な展開が続いています。ユーロ圏市場は、各
国政治の不透明感や景気動向に注視する必要があるもの
の、活発な賃貸活動や賃料収入の継続的な伸びが期待で
きる、フランスの大手小売りリートに投資妙味があると
みています。

（注）上記の投資比率はマザーファンドにおける対純資
産比率です。また、原則として発行国ベースとし
た比率です。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク
運用総責任者※：　テッド・ビッグマン

※運用委託先のグローバル・リート運用における運用総
責任者です。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
(円／米ドル) 

豪 ド ル 為 替 
(円／豪ドル) 

ユ ー ロ 為 替 
(円／ユーロ) 投資信託 

証  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

(分配落) 
税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 百万円 

７期(2015年６月10日) 25,530 10 20.7 29,803 25.5 124.46 21.5 95.62 △ 0.2 140.60 1.0 97.2 4,237 

８期(2016年６月10日) 24,119 10 △ 5.5 29,379 △ 1.4 107.10 △13.9 79.38 △17.0 121.01 △13.9 95.5 6,472 

９期(2017年６月12日) 24,704 10 2.5 30,590 4.1 110.23 2.9 83.01 4.6 123.51 2.1 97.8 5,985 

10期(2018年６月11日) 24,745 10 0.2 31,617 3.4 109.41 △ 0.7 83.24 0.3 129.06 4.5 96.9 9,034 

11期(2019年６月10日) 25,118 10 1.5 35,174 11.3 108.52 △ 0.8 75.84 △ 8.9 122.83 △ 4.8 97.6 8,324 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（配当込み）米ドル建ての基準日前営業日の指数

値を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を10,000として指数化したもの

です。 

 Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが公表している指数で、先進国の不動産投資信託

（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄を対象に浮動株修正時価総額に基づいて算出されています。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョー

ンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。

Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ 
指 数 ( 円 換 算 ) 

米 ド ル 為 替 
( 円 ／ 米 ド ル ) 

豪 ド ル 為 替 
( 円 ／ 豪 ド ル ) 

ユ ー ロ 為 替 
( 円 ／ ユ ー ロ ) 

投資信託 
証  券 
組入比率 

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％ ％ 

2018年６月11日 24,745 － 31,617 － 109.41 － 83.24 － 129.06 － 96.9 

６月末 25,144 1.6 32,282 2.1 110.54 1.0 81.16 △2.5 127.91 △0.9 95.5 

７月末 25,276 2.1 32,390 2.4 111.01 1.5 82.21 △1.2 129.93 0.7 96.3 

８月末 25,990 5.0 33,387 5.6 111.06 1.5 80.59 △3.2 129.56 0.4 96.7 

９月末 25,566 3.3 33,069 4.6 113.57 3.8 81.83 △1.7 132.14 2.4 97.0 

10月末 25,063 1.3 32,608 3.1 113.26 3.5 80.24 △3.6 128.43 △0.5 96.4 

11月末 25,446 2.8 33,379 5.6 113.47 3.7 83.08 △0.2 129.19 0.1 96.5 

12月末 23,116 △6.6 30,631 △ 3.1 111.00 1.5 78.18 △6.1 127.00 △1.6 96.5 

2019年１月末 25,032 1.2 33,339 5.4 108.96 △0.4 78.96 △5.1 125.15 △3.0 96.3 

２月末 25,421 2.7 34,175 8.1 110.87 1.3 79.34 △4.7 126.09 △2.3 96.9 

３月末 26,029 5.2 35,451 12.1 110.99 1.4 78.64 △5.5 124.56 △3.5 96.8 

４月末 25,784 4.2 35,334 11.8 111.85 2.2 78.41 △5.8 124.38 △3.6 97.5 

５月末 24,761 0.1 34,497 9.1 109.36 △0.0 75.52 △9.3 121.74 △5.7 96.7 

(期  末)            

2019年６月10日 25,128 1.5 35,174 11.3 108.52 △0.8 75.84 △8.9 122.83 △4.8 97.6 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

運用経過
第11期：2018年６月12日～2019年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

0
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（円） （百万円）

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

参考指数：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 11 期 首 24,745円
第 11 期 末 25,118円
既払分配金 10円
騰 落 率 1.5％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

基準価額は期首に比べ1.5％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

保有する香港のリート価格が上昇したことなどが、基準価額の上
昇要因となりました。

上昇要因

米ドルを中心に投資先通貨（円を除く）が円に対して下落したこ
となどが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

第11期：2018年６月12日～2019年６月10日

投資環境について

先進国リート市況
先進国リート市況は、期を通してみると
上昇しました。
期首から2018年８月にかけては、アメリ
カの大手リートが発表した決算内容が概
ね好感されたことや、リートを巡る合
併・買収（Ｍ＆Ａ）の動きが活発化した
ことなどを背景に上昇しました。９月か
ら10月中旬にかけては一時的に下落した
ものの、10月下旬から12月上旬にかけて
は、ＦＲＢパウエル議長の発言を受けた
米10年国債利回りの低下などから買い戻
しが進みました。
12月中旬から下旬にかけては、米国株式
市場の急落などを背景に投資家心理が悪
化し、先進国リート市況は下落したもの
の、その後は各国の中央銀行による金融
政策が緩和的な姿勢へ向かうとの期待な
どから長期金利が低下し、利回り資産に
対する買い需要が高まったことや、実物
不動産市場の安定期待などを背景に上昇
しました。

為替市況
当ファンドが投資している投資先通貨
（円を除く）は、米ドルを中心に対円で
下落しました。
米ドルの対円レートは、期首から2018年
12月中旬にかけては、米国の良好な経済
指標などを背景に米ドルは対円で上昇し
たものの、12月下旬から2019年１月上
旬にかけては、米国株式市場の急落など
から投資家心理が悪化し米ドルは対円で
下落しました。１月中旬から４月にかけ
ては、米ドルは対円で上昇したものの、
その後は米中貿易摩擦の激化懸念などを
背景にリスク回避の動きが強まり、米ド
ルは対円で下落しました。
豪ドルの対円レートは、世界経済の成長
減速や米中貿易摩擦の懸念を受けた投資
家心理の悪化に加え、ＲＢＡによる利下
げ観測の高まりを背景に同国の長期金利
が低下したことなどから、期を通しては
豪ドルは対円で下落しました。
ユーロの対円レートは、英国のＥＵ離脱
を巡るなどの政治的不透明感の高まりや、
世界的にリスク回避の動きが強まったこ
となどから、期を通してはユーロは対円
で下落しました。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

ワールド・リート・オープン（１年
決算型）
ワールド・リート・オープン　マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
組入比率を高位に保ちました。また、実
質外貨建資産に対して為替ヘッジを行い
ませんでした。

ワールド・リート・オープン　マ
ザーファンド
世界各国の上場不動産投資信託を主要投
資対象として分散投資を行いました。
ポートフォリオの構築は、トップダウン
で国や地域、セクター配分等を決定し、
ボトムアップで個別銘柄を選定するとい
う、２つのアプローチ（運用手法）の融
合により行いました。なお、運用の指図
に関する権限は、モルガン・スタン
レー・インベストメント・マネジメン
ト・インク、モルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・リミ
テッドおよびモルガン・スタンレー・イ
ンベストメント・マネジメント・カンパ
ニーに委託しています。当マザーファン
ドでは、投資銘柄に対する綿密なリサー
チを実行し、純資産価値とのバリュエー
ションや配当利回りの観点から割安と判
断した銘柄を中心に投資を行いました。
当期は、純資産価値とのバリュエーショ

ンや配当利回りの水準で依然割安な水準
にあると思われる一部の業種を投資妙味
があると判断し、オフィス・セクターな
どの銘柄を中心に組入比率を引き上げま
した。他方、バリュエーション面で割安
感が後退したと判断し、ヘルスケア・セ
クターの組入比率を引き下げました。

国・地域別上位の組入比率
国・地域別上位の組入比率は、期首のア
メリカ59.8％、オーストラリア8.8％、
カナダ6.0％などから、期末にはアメリカ
60.3％、カナダ7.8％、オーストラリア
6.6％などとしました。

業種別上位の組入比率
業種別上位の組入比率は、期首の小売り
37.0％、複合17.2％、オフィス14.2％な
どから、期末には小売り34.8％、オフィ
ス16.8％、複合16.5％などとしました。

銘柄
LINK REIT（香港／小売り）：同リートが
発表した決算内容が好感されたほか、バ
リュエーション面で割安であることに着
目した買い需要などを背景に上昇しまし
た。
WELLTOWER INC（アメリカ／ヘルス
ケア）：米10年国債利回りが低下する局
面で、利回り資産に対する需要が高まっ

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

― 7 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_777098.indd   703_コメント-費用-TER_10pt_777098.indd   7 2019/07/17   18:25:472019/07/17   18:25:47



9

ワールド・リート・オープン（１年決算型）

たことなどから上昇しました。

ポートフォリオ特性値
配当利回りは、期首の5.15％から期末に
は5.08％となりました。

（注）配当利回りはマザーファンドで保有している
リートの実績配当利回りをマザーファンドの
純資産に対する比率で加重平均した年率換算
配当利回りです。税金・信託報酬等は考慮し
ていません。（出所：Bloombergをもとに三
菱ＵＦＪ国際投信作成）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（円換算）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

0.0

2.0

4.0

6.0
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（％）

ファンド
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、運用の効率性等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第11期
2018年６月12日～2019年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.040％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 15,117

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ワールド・リート・オープン（１年
決算型）
今後の運用方針
引き続き、ワールド・リート・オープン　
マザーファンド受益証券の組入比率を高
位に保ち運用を行っていく方針です。

ワールド・リート・オープン　マ
ザーファンド
運用環境の見通し
アメリカは、ＦＲＢによる緩和的な金融
政策に加え、リートのディフェンシブ性
や2019年第１四半期の決算内容を評価す
る資金流入などから底堅い動きがみられ
ます。不動産の各用途でキャッシュフ
ローの成長率はまちまちであるものの、
通年の業績ガイダンスは大手リートを中
心に堅調であることが確認できます。ま
た、金融市場は米中貿易摩擦を巡る思惑
などから、ホテル・セクターなどの一部
で投資家心理が悪化する局面がみられる
ものの、ヘルスケアや住宅セクターなど
を中心にリート価格への影響は限定的で
あり、実物不動産市場やリート市場に対
する警戒感は軽微とみています。
日本は、日銀の緩和的な金融政策を背景
とした低金利環境の長期化などが相場を
下支えするとみられています。投資信託
からの需給の動きなどには注視する必要

があるものの、堅調な国内オフィス市場
を受けた安定的なリートの決算などに注
目しています。

今後の運用方針
引き続き、世界各国のリートに分散投資
を行い、リスク分散を図った上で安定し
た配当利回りの確保と長期的な信託財産
の成長を目指します。
当面の運用としては、マクロ環境や実物
不動産市況の変化、リートの経営内容な
どに着目していきます。その上で、純資
産価値とのバリュエーション比較、配当
利回りの水準の両面からみて、投資妙味、
成長性がより高いと判断する銘柄に投資
を行っていく方針です。
今後も成長が見込まれているにもかかわ
らず割安度合いが高いと思われるアメリ
カの一部の業種に注目します。なかでも、
アメリカのオフィス・リートや大手小売
りリートについては、純資産価値とのバ
リュエーションや配当利回りの水準で相
対的に割安な状況にあるとみています。
資産価値対比で相対的に割高と判断して
いる日本などについては慎重なスタンス
を取る方針です。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

2018年６月12日～2019年６月10日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 421 1.669 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (244) (0.969) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (149) (0.592) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (27) (0.108) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 6 0.025 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(投資信託証券 ) (6) (0.025)

(ｃ)有価証券取引税 2 0.007 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(投資信託証券 ) (2) (0.007)

(ｄ)そ の 他 費 用 8 0.031 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (4) (0.016) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (3) (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (1) (0.004) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 437 1.732

期中の平均基準価額は、25,223円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.70％です。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.03％

運用管理費用（販売会社）
0.59％

運用管理費用（投信会社）
0.97％

総経費率
1.70％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ワールド・リート・オープン（１年決算型）
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○売買及び取引の状況 (2018年６月12日～2019年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ワールド・リート・オープン マザーファンド 904,772 2,374,005 1,286,655 3,337,946 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2018年６月12日～2019年６月10日) 

 

＜ワールド・リート・オープン（１年決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 12,328 2,363 19.2 103,943 29,292 28.2 

平均保有割合 2.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ワールド・リート・オープン マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 245 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○組入資産の明細 (2019年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 3,548,452 3,166,570 8,283,113 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ワールド・リート・オープン マザーファンド 8,283,113 98.6 

コール・ローン等、その他 115,163 1.4 

投資信託財産総額 8,398,276 100.0 
 

（注） ワールド・リート・オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（255,738,686千円）の投資信託財産総額

（268,894,827千円）に対する比率は95.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝108.52円 １カナダドル＝81.75円 １ユーロ＝122.83円 １イギリスポンド＝138.07円 

１オーストラリアドル＝75.84円 １香港ドル＝13.84円 １シンガポールドル＝79.56円  

 

 

親投資信託残高 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,398,276,969   

 コール・ローン等 110,100,919   

 ワールド・リート・オープン マザーファンド(評価額) 8,283,113,978   

 未収入金 5,062,072   

(B) 負債 73,949,150   

 未払収益分配金 3,314,152   

 未払解約金 3,239,901   

 未払信託報酬 66,962,918   

 未払利息 215   

 その他未払費用 431,964   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,324,327,819   

 元本 3,314,152,240   

 次期繰越損益金 5,010,175,579   

(D) 受益権総口数 3,314,152,240口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,118円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 3,651,232,301円 

期中追加設定元本額 1,119,648,773円 

期中一部解約元本額 1,456,728,834円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.5118円です。 

○損益の状況 (2018年６月12日～2019年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       46,023   

 受取利息 104   

 支払利息 △       46,127   

(B) 有価証券売買損益 195,538,612   

 売買益 268,053,144   

 売買損 △   72,514,532   

(C) 信託報酬等 △  135,959,755   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 59,532,834   

(E) 前期繰越損益金 339,995,519   

(F) 追加信託差損益金 4,613,961,378   

 (配当等相当額) (  3,449,722,114)  

 (売買損益相当額) (  1,164,239,264)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 5,013,489,731   

(H) 収益分配金 △    3,314,152   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,010,175,579   

 追加信託差損益金 4,613,961,378   

 (配当等相当額) (  3,454,450,489)  

 (売買損益相当額) (  1,159,510,889)  

 分配準備積立金 736,172,091   

 繰越損益金 △  339,957,890   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年６月12日～ 
2019年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 244,055,552円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 4,274,003,488円 

分配準備積立金額 495,430,691円 

当ファンドの分配対象収益額 5,013,489,731円 

１万口当たり収益分配対象額 15,127円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 3,314,152円 

③「ワールド・リート・オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用とし

て、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年１万分の60以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁して

おります。 
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ワールド・リート・オープン（１年決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年６月10日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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